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キャンプファイヤー準備・片付け 第１ 

 

 ※態度決定（中止）に関しては、天気予報や警報、注意報を確認し、所員が判断する 

 

 

＜準備＞ 

１６：４５  準備係、担当指導者は、夕べの集い終了後、  

       第１営火場に集合する。（軍手着用） 

（営火場 火床） 

①希望した数の薪を準備する。  

②所員の指示に従い、火床に薪を組む（井桁）。  

 下（太い薪） 上（細い薪） 徐々に狭く組む  

③細く長いケンタを井桁の中に立てる。  

            薪 一束                               ケンタ材                              完成した井桁  

（倉庫） 

④トーチの数を確認する。  

⑤トーチと雑巾を灯油に湿らせておく。（一斗缶利用）  

⑥コンセントの確認をする。清掃道具を確認する。  

⑦電源①②を確認する。使用時（ＯＮ）終了時（ＯＦＦ）  

⑧灰、燃え残った薪の片付け方を確認する。  

⑨所員から倉庫の鍵を預かる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               トーチ 雑巾                             電源①                                    電源② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         コンセント               灰を入れるドラム缶            燃え残った薪を入れるドラム缶 



 - 2 - 

＜活動前＞  

①マイク、放送用アンプ、ＣＤデッキ、延長コード、懐中電灯  

②火の神、みこセット 祝詞（のりと） チャッカマン  

③トーチを用意する。  

 ※灯油のついた雑巾４枚を井桁の下段４カ所に置く。  

 

＜活動中＞  

①使用したトーチは、点火後火床（コンクリート）に置く。  

 ※天候が急変した場合は、無理をせず中断または中止する。  

 

＜活動後＞  

①煙突フードを火床にかぶせる。風除け用鉄柵で囲む。  

 ※大人３，４名必要  

②使用したトーチを倉庫の使用済缶に戻す。  

③電源スイッチ（右側①左側②）をＯＦＦにする。  

④倉庫を施錠する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             トーチ使用済缶                                                 煙突フード 風除け鉄柵 

＜翌朝清掃時＞  

①煙突フード、風除け用鉄柵を元の位置に戻す。  

②ほうき、ちりとり、火ばさみで灰や残った薪を片付ける。  

 灰（緑のドラム缶）  薪（緑のドラム缶）  

 ※火床（鉄台）の下に灰や薪が無いように清掃する。  

③清掃終了後、倉庫を施錠し事務室に鍵を戻す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     清掃後の煙突フードと風除け鉄柵               清掃後の火床  

 

 ご協力ありがとうございました。      群馬県立東毛青少年自然の家  


